
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 第６回 フォローアップ講習会（育児・介護） 

「 交 通 安 全 教 室 」 

平成３０年１2月1２日（水）、午後１時から２時30分まで、第６回フォローアップ講

習会が開催されました。 

松山東署交通第１課より講師をお迎えして、交通安全の基礎知識を学びました。

１１名の参加者は、真剣な表情で講習を受けました。 

 

講 習 の 内 容 

交通事故はなぜ起きる 

〇人間が行動するから 

〇人間はミスをするから 

〇そんな人間がルールを守らないから 

交通ルールを守ることが大切 ！！ 

〇 自転車の交通ルールをもっと詳しく勉強する機会がほしい。（60代女性） 

〇 気持ちを新たにすることができた。自転車は感じるより速い、死角に注意、自転車保険等、よ

くよく注意したい。  （60代女性） 

〇 免許更新以来の講習で、改めて事故の怖さを知った。日頃から気を付けて運転しているが、そ

れでも時々ヒヤッとすることがある。今後もっと気をつけて運転したい。 （50代女性）                    

 

講座を終えて（感想） 

講師 松山東署交通第１課 

菊 池 さん 

自転車を運転する前に、点検を行おう 

ブ   レ ー キ 

タ   イ ヤ 

は   ん し ゃ ざ い 

しゃ   た い 

べる  (ベル) 

 

自転車乗車により加害者

になることがあります。 

十分点検し、安全な走行に

努めなければなりません。ま

た、自転車保険への加入も

大切です。 

真剣に講習を受ける参加者 

シートベルトを締めましょう 

運転席・助手席はもちろんです

が、後部座席でもシートベルトを

締めることが、事故の際に身を守

ることにつながります。 

チャイルドシートについて 

 ６歳未満の幼児を自動車に乗せる場合に、使用

が義務づけられています。 

 日本では、前向き・後ろ向き、どちらでもいいの

ですが、海外では、後ろ向きに設置することが義務

づけられている国もあります。 


